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古代文字資料館発行『KOTONOHA』第 283 号（2026 年 6 月） 

                               

クシャン朝ブッダ立像銅貨(２) 

―表銘文の、カニシカのシの音声と斜格語尾-iについて― 

吉池孝一  

 

1.当館所蔵のブッダ立像銅貨の銘文 

 当館が所蔵するブッダ立像の銅貨と同類の銅貨は、Jongeward,et al.(2015)に貨幣番号 616

番として 1 枚ある。Göbl (1984)には 78 頁に 14 枚あり、その内、銘文が比較的に良く見える

ものは、786 番 1 の裏、787 番 1 の表と裏、787 番 2 の裏の 3 枚である。当館所蔵の銅貨は、

銘文が比較的に残っており、Jongeward,et al.(2015)と Göbl (1984)で補うことによって、次の

様に銘文を復元することができる。 

 

表                     裏                  

図 1.ブッダ立像銅貨（古代文字資料館蔵） 

 

2. Sims-Williams(1989)掲載のギリシア文字とバクトリア語音の対応表 

次に提示する「表 1.ギリシア文字とバクトリア語音の対応」は、Sims-Williams (1989:233)

のギリシア文字とバクトリア語音を対応させた Table 1 に基づき、そこから方形文字と草書

体文字の字形の実例を削除し、ギリシア文字の大文字と、ギリシア文字のローマ字への翻

字を、追加したものである。表中の翻字（ローマ字への翻字）は、古典期ギリシア語の音

価をふまえた松本克己(2001:321)の古典期の音価に基づき、それを簡単化したものである。 

 

文字 翻字 推定音価 文字 翻字 推定音価 

Α α a a, ā, initial ə- Ν ν n n 

Β β b b, β Ο ο o w，u，ū，o，ə，ø 
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Γ γ g g, γ（γγ = [ŋg]） Π π p p 

Δ δ d d Ρ ρ r r 

Ε ε  e e（ει = [ī]） ϸ š š 

Ζ ζ dz z, ž, ʣ Σ σ s s, ʦ, ʣ 

Η η ē ē（final -ηιο = [-ē]） Τ τ t t 

Θ θ th θ Υ υ y h（ου=[uh] or [ū]） 

Ι ι i y, i, ī Φ φ ph f 

Κ κ k k Χ χ kh x 

Λ λ l l Ω ω ō ō 

Μ μ m m    

表 1.ギリシア文字とバクトリア語音の対応（Sims-Williams 1989:233 による） 

 

クシャン朝におけるギリシア語とバクトリア語の使用の情況がどのようであったか、そ

の概略に就いては、Sims-Williams (1989)の記述が参考になるので以下に引用する。【】は吉

池による注記。 

「バクトリアで権力を握った後、クシャーナ朝はしばらくの間、公式の目的にギリシア

語を使用するという現地の伝統を維持した。そのため、王朝の創始者であるクジュラ・カ

ドフィセスの硬貨や、その直後の後継者たちの硬貨には、ギリシア語で王の称号が刻まれ

ている。一方で、その裏面にはカローシュティー文字で中央インド語（Middle Indian）【ガ

ンダーラ語】の訳が記されていることもあった。その後まもなく、ギリシア語がこの地域

のイラン系言語であるバクトリア語に置き換えられ始めた際も、ギリシア文字の使用は当

然のようにそのまま維持された。バクトリア語が最初に登場するのはヴィマ・カドフィセ

スの治世下であり、2 つの断片的な碑文に見られる。それは、ダシュテ・ナヴールの 3 言語

碑文（バクトリア語【ギリシア文字・バクトリア語】、カローシュティー文字【カローシュ

ティー文字・ガンダーラ語】、および未解読の第 3 の文字）と、いわゆるシュルフ・コタル

の「未完成の碑文」である。貨幣におけるギリシア語からバクトリア語への移行は、数十

年後のカニシカ 1 世の治世中に起こった。彼は最初期の貨幣にはギリシア語のみを使用し、

その後はバクトリア語のみを使用した。」（230 頁）１。 

 
１ For a short while after obtaining power in Bactria, the Kushäns continued the local 

tradi-tion of employing the Greek language for official purposes. Thus the coinage of 

Kujula Kadphises, the founder of the dynasty, and that of his immediate successors, 

gives the royal titulature in Greek, while the reverses sometimes bear a Middle Indian 

version in Kharoşthī script. When, soon afterwards, Greek began to be replaced by 

Bactrian, the Iranian lan-guage of the region, the use of Greek script was naturally 

retained. Bactrian first appears under Vima Kadphises, in two fragmentary 

inscriptions: the trilingual of Dašt-e Nāvūr (in Bactrian, Kharoșthi, and a third 

undeciphered script) and the so-called 'unfinished inscrip-tion' of Surkh Kotal. In the 

coinage the transition from Greek to Bactrian occurs a few decades later during the 
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この記述によると、ギリシア文字・バクトリア語は、早くは第 3 代ヴィマ・カドフィセ

スの治世下の碑文で確認される。貨幣におけるギリシア語からバクトリア語への移行は、

数十年後の第 4 代カニシカ 1 世の治世中に起こったとする。先に「図 1.ブッダ立像銅貨」

で紹介した貨幣銘文はそのようなカニシカ 1 世の貨幣の一部である。ギリシア文字・バク

トリア語は、ヴィマ・カドフィセス治世下の碑文に使用されているにもかかわらず、貨幣

に使用されなかったのは何故か。様々な理由があろうが、その一つとして、王の名前が刻

され大量に発行される貨幣は、王国を象徴する正式なものとして慎重に扱われたため、貨

幣の銘文へのバクトリア語の導入には時を要した。次代の王カニシカまで待たなければな

らなかったということもあったかもしれない。問題は、Sims-Williams (1989)が「彼【カニシ

カ 1 世】は最初期の貨幣にはギリシア語のみを使用し、その後はバクトリア語のみを使用

した。」とする箇所である。カニシカ 1 世は、伝統的な二言語併用貨幣を発行しなかった。

二言語併用貨幣は、表にギリシア語の銘文、裏に主にガンダーラ語の銘文を持つ貨幣で、

この貨幣の様式は、ギリシア系バクトリア王国からインド・スキタイ王国、クシャン朝の

第 3 代ヴィマ・カドフィセスまで引き継がれた様式であり、伝統的な様式とも言い得る。

これがカニシカ 1 世から廃止されたことは、貨幣の大きな変革と言えよう。そして、ギリ

シア文字・ギリシア語のみの銘文の貨幣と、ギリシア文字・バクトリア語のみの銘文の貨

幣の二種を発行した。一言語の貨幣を二種発行したわけであるが、ギリシア語の貨幣を最

初期のものと断定する直接の証拠はない、と寡聞ながら私はそのように認識している。し

かし、貨幣を取り巻く状況をみると、ギリシア語の貨幣を初期の貨幣とし、バクトリア語

の貨幣をその後の主要な貨幣とすることはできそうである。その理由は次の二つである。

一つ目は、ギリシア語の貨幣は少数であり、大多数はバクトリア語の貨幣であること。二

つ目は、カニシカ 1 世の後を継ぐ第 5 代フヴィシカ（後 151-190 年）は、前代のカニシカ 1

世の方針を受け継いだらしく、ギリシア文字・バクトリア語の銘文のみの貨幣を発行した

こと。以上の二点である。しかし最初期において、ギリシア語の貨幣とバクトリア語の貨

幣の両方が、すでに並び立っていた可能性もあり、私はその様に想定しているが、そのこ

とを否定する根拠は見当たらない。 

 

3.表の銘文 

「表 1.ギリシア文字とバクトリア語音の対応」により、「図 1.ブッダ立像銅貨」の表
おもて

の

ギリシア文字・バクトリア語の銘文をローマ字に翻字し、意味の概略を記すと次の通りで

ある。šao（王）kanēški（王名＋単数斜格語尾-i）とある。王名の斜格語尾-i を、ギリシア語

の属格に相当とすると仮定すると「王、カニシカの」となる。この銘文に於いて、問題は

二つある。一つ目は、シャオのシおよびカニシカのシに相当する ϸ（š）は、バクトリア語

のシュー音と考えられているが、その音声の詳細がどの様であったかということである。

 

reign of Kanishka I, who employed Greek alone on his earliest issues, thereafter 

Bactrian alone. 
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二つ目は、王名の斜格語尾-i の機能がどの様なものであったかということである。次節以降

において、先ず ϸ（š）の音声について確認し、次いで王名の斜格語尾-i の機能について確

認する。 

 

4.バクトリア語のシュー音の音声 

 Sims-Williams (1989)は、「表 1.ギリシア文字とバクトリア語音の対応」を見ると、文字 ϸ

で表記されるバクトリア語の推定音価（Likely phonetic value）を š とするが、音声の詳細に

ついては明示しない。どの言語であれ、過去における、シュー音の音声の実態を想定する

ことは容易ではない。ブラーフミー文字文字・インド語（サンスクリットの系統）は文字

として s, ś, ṣ を区別する。文字 ś には口蓋音、文字 ṣ には反舌音を想定し、それを音韻/s/, /ṣ/, 

/ś/としたところで、音声の詳細はやはり明瞭ではない。/ś/と/ṣ/の二つの対立は、音声として、

反舌音[ʂ] ～後部歯茎音[ʃ]～口蓋音[ɕ]の中の何れかをとることができる。もっとも、互いに

音声としての距離が有る反舌音[ʂ]と口蓋音[ɕ]の区別であると想定すると、音を明瞭に区別

することができるため、詳細が分からないうちは、このような二分法によると便利ではあ

る。漢字・漢語の中古音（隋唐代の音）も、/s/, /ʂ/, /ɕ/の区別が想定されるが、/ʂ/と/ɕ/の対立

を、反舌音[ʂ] ～後部歯茎音[ʃ]～口蓋音[ɕ]の中の何れにとるか、意見が分かれるところであ

る。バクトリア語音は、漢語の上古音と中古音の交代する時期の後漢の音で理解する必要

があるので、やっかいではあるが、サンスクリットとの対音によって一定の情報を得るこ

とができる。 

Sims-Williams (1989)は、文字 ϸ の音価を š とするわけではあるが、これは音価というより

も、音韻/š/として理解したほうが穏当であろう。音声としては、反舌音[ʂ] ～後部歯茎音[ʃ]

～口蓋音[ɕ]の中の何れかであろうが言及はされない。この点について、吉池孝一(2026b)は、

バクトリア語の音韻/š/の音声を後部歯茎音[ʃ]とみる。その論拠は、以下に挙げる複数の対音

資料である。 

初代王クジュラ・カドフィセス（後 50-90 年）は二言語併用の銘文がある貨幣を発行した。

Jongeward,et al.(2015)の 73 番の貨幣の画像によると、表
おもて

は、ギリシア文字・ギリシア語の

銘文である。korsnoy(クシャンの)kodzoylokadphidzoy(クジュラ・カドフィセスの)「クシャン、

クジュラ・カドフィセスの」とある。バクトリア語音/š/を表記する文字として、ϸ ではなく、

ギリシア文字の子音文字を連続させた ΡΣ（rs）を使用する。この ΡΣ（rs）の Ρ（r）を、カ

ニシカ 1 世で使用されている文字 ϸ（/š/）の前身とみることができる。ギリシア文字Ρ（r）

から ϸ（/š/）が作られたとみると自然である。Σ（s）とバクトリア語音/š/は、摩擦音という

共通点により使用されたとみるが、ΡΣ（rs）の Ρ（r）と、/š/との共通点はどのようなもので

あったか検討する必要がある。 

以上は Jongeward,et al.(2015)の 73 番の表
おもて

の銘文であるが、裏
うら

にはほぼ同文のカロ―シュ

ティ―文字・ガンダーラ語の銘文がある。kuśona(クシャン)yavugasa(族長の)dhamathidasa(法

に住みたる、法を堅持したる) kujulakasasa(クジュラ・カドフィセスの)「法に住みたる(法を
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堅持したる)クシャンの族長クジュラ・カドフィセスの」とある。表のギリシア語の ΚΟΡΣΝ

（korsn クシャン）に対応する裏のカローシュティー文字・ガンダーラ語は kuśona である。

そうすると、カローシュティー文字の śo は、ギリシア文字の rs に相当し、子音のみに着目

すると、カローシュティー文字の ś は、ギリシア文字・ギリシア語の子音文字の連続 rs に

対応することになる。バクトリア語の/š/が、音声として[ʂ]～[ʃ]～[ɕ]の何れに近いか不明で

あるが、ギリシア文字・ギリシア語では ΡΣ（rs）で写し、カローシュティー文字・ガンダ

ーラ語では、śa や śo などの ś で写す。この ś がどのような音声であったかが問題となる。 

Glass(2000)によると、カローシュティー文字には ṣo のように、ś 以外に、ṣ の文字が ṣa, ṣi, ṣu, 

ṣe, ṣo と一連の系列としてある。ś と ṣ というローマ字翻字自体に既に音声は示唆されてい

るが、Glass(2000)は音声を明示しない。そこで Ryder(2024)のガンダーラ語音の一覧表を参

照する２。Ryder 氏は、IPA は提示しないが、ś を Palatal（口蓋音）、ṣ を Retroflex（反舌音）

とする。これにより、取り敢えずは、ś を[ɕ]とし、ṣ を[ʂ]として良いであろう。以上に依る

と、バクトリア語の/š/（[ʂ]～[ʃ]～[ɕ]）を、カローシュティー文字・ガンダーラ語の ś[ɕ]で表

記するから、カローシュティー文字の表記者は、バクトリア語の/š/の音声について、口蓋音

に近いとの印象を持っていたことになる。ただし、口蓋音というのは、ギリシア文字・ギ

リシア語の ΡΣ（rs）という表記と矛盾する。文字列 rs の s は、バクトリア語音/š/の摩擦成

分に共通性を見いだし使用したものであるとして、r が問題である。古典期からヘレニズム

期の r を、一般的な「有声の歯茎ふるえ音」の[r]とみて良いとしたならば、歯茎ふるえ音[r]

は、カローシュティー文字・ガンダーラ語の口蓋音[ɕ]との共通性を見いだすことは困難で

ある。 

貨幣以外にも参考となる資料がある。『後漢書』巻八十八「西域傳第七十八」に次のよう

にある。「貴霜の翕侯（部族長）たる丘就卻（クジュラ・カドフィセス）は、四翕侯を攻滅

し、自ら立ちて王と為し、国を貴霜（クシャン）と号す。」３ 

後漢において、クシャンのシは漢字音写「貴霜」の「霜」（中古音の枠組みでいうと音

節初頭子音（声母）は“生母”。韻母（声母以外の部分）は半母音（拗介音）-i-が後続する

所謂 3 等“陽韻”）の音節初頭子音で表記される。“生母”という音節初頭子音を持つ漢

字は、上古と中古の間のサンスクリットと漢語の対音資料に依ってその概略を知ることが

できる。その一部を示すと次の通り。水谷真成(1967)は「Skt.vāṣpa（人名）婆渋波（渋は 3

等緝韻,生母）」という例をあげる。Coblin (1983)は「Skt.ṛṣisaptama 豉師薩沈（師は 3 等脂

韻,生母）」「Skt.ghoṣila 瞿師羅（師は 3 等脂韻,生母）」などの例をあげる。例外もあるが４、

 
２ Table 5.0: The Gāndhārī Phonological system showing a representative version of the Kharoṣṭhī 

script 
３ 貴霜翕侯丘就卻攻滅四翕侯，自立爲王，國號貴霜(王)。 
４ 「Skt.mañjuśrī 文殊師利（師：3 等脂韻,生母）」のようにサンスクリットの śrī を「師利」

で写すものが少なくない。ś を生母の師で写すわけであるが、これは或いは後続の r により

ś の調音が緩むため、生母の師を用いたとも考えられる。 
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生母（2 等韻と 3 等韻がある）５の漢字は、ほぼサンスクリットの反舌音の ṣ に対応すると

みてよい。サンスクリットには文字として s, ṣ, ś の区別がある。音韻として/s/, /ṣ/, /ś/の対立

があり、音声として[s], [ʂ], [ɕ] があると想定し、生母の音声を[ʂ]としても特段の不都合は無

い。 

これらの表記を円満に説明するには、諸表記の音声を微調整する必要がある。バクトリ

ア語の ϸ(š)を[ʃ]とし、それを表記するギリシア語の Ρ(r)を歯茎ふるえ音[r]とする。歯茎に於

けるふるえ音は[ʃ]に類似した摩擦音を生じたと想定する。ガンダーラ語の ś を[ɕ]ほどには

口蓋性が強くない[ʃ]のような音、後漢の「霜」の音節初頭子音を[ʂ]ほどには反舌性の強く

ない[ʃ]のような音と想定する。このように想定すると、4 種の表記を円満に説明することが

できる。 

 

5.王名の斜格語尾-i の機能 

次の問題は、銘文にある kanēški の格語尾-i である。これを単数斜格語尾-i とすると、ギ

リシア語やガンダーラ語の属格に相当するか否かという問題があるが、その検討の前に、

Sims-Williams (1989)により、バクトリア語の格語尾の情況を確認すると次の通りである。【】

は吉池の注記。 

「語末母音の弱化は、必然的に屈折体系（語尾変化の仕組み）の著しい簡素化をもたら

した。これらの変化が起きた時期は、大クシャーナ朝の時代と重なるため、比較的よく記

録されている。スルフ・コタルやアイリタムの碑文では、「城塞」を意味する *dizā-【古代

イラン語】 に由来する女性名詞（λιζα/λιζο など）において、任意で現れる語末の -α が、

*maryaka-【インド・イラン祖語】 に由来する「召使い」といった男性名詞の語幹（μαρηγο 

など）と区別するのに役立っている。後者（男性名詞）には、斜格複数の語尾 -ανο [-ān] が

あり、これは後期バクトリア語（例：マニ教バクトリア語文の šmn’n「僧侶たち」）にも一

般的な複数形として残っている。さらに、男性名詞には -ι または -ε による斜格単数（例：

μαρηγι）と、-ε による直格複数（例：ασαγγε「石（複数）」）が存在するが、これらの語尾の

使用法は一貫していない。コイン（貨幣）に見られる記述も、これとよく似た状況を示し

ている。カニシカ 1 世のコインでは、王の名前が斜格の κανηþκι という形で刻まれており

（これは彼が発行したギリシア語銘文の属格 κανηϸχου【-κου の誤植か。以下の引用では-κου

と書き換える】を模倣したものである）、フヴィシカの時代になると表記に揺らぎが出始め

る（oοηϸκι、ºκε、ουοηþκι だけでなく、ooηϸκo も登場する）。そして彼の後継者たちは、語

尾変化のない形（無屈折形）である βαζοδηο（ヴァースデーヴァ）、κανηϸκο（カニシカ 2

世）、βαζηϸκο（ヴァーシシカ）のみを使用するようになる。古代イラン語の n-格変化の残

滓（なごり）は、「王」を意味する þao の斜格複数形である þαovαvo に保存されている

 
５ 生母を持つ漢字のほとんどは 2 等韻である。3 等韻は僅かである。2 等韻の生母字と 3 等

韻の生母字は、生母を表わす反切（発音辞典である韻書では、漢字の音を声母を表わす漢

字と、韻母を表わす漢字の二字で表記する。）を見ると区別されない。 
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【þαo(šao)と αvo(ano)の間に発生する v(n)が n-格変化の残滓であるとの意であろう】。」

（234-235 頁）６。 

 

この記述によると、「大クシャーナ朝の時代」（the Great Kushāns、紀元後 1 世紀頃から 3

世紀にかけての時期）に、語末の母音の弱化により格語尾の体系が著しく簡素化したとあ

る。このような格語尾の情況について、Gholami (2014:73-74)が整理した表によると次の通

りである。なお、表中に於いて( )で示したものは、小文字のギリシア文字をローマ字に翻字

したものである。これよりの議論は、ローマ字による翻字を用いることにする。 

 SG（単数） PL（複数） 

DIR（直格） -ο (o) -ε (e) 

OBL（斜格） -ι (i) or -ε (e) -ανο (ano) 

 

バクトリア語の単数の格には直格-oと、斜格-i , -e の二種がある。ラバータクの碑文には

両者の区別が見られるけれども、後代の資料では斜格と直格の区別は稀であるという７。そ

の結果、単数の斜格は直格に合流し区別なく-o となる。Gholami (2014: 74)は、後代の資料

の合流の情況を次のようにまとめる。 

 SG（単数） PL（複数） 

DIR（直格）／OBL（斜格） -o -ano 

 

単数においては、直格-o と、斜格-i と-e が合流して直格の形式-o が用いられる。複数に

おいては直格-e と、斜格-ano が合流して斜格の形式-ano が用いられるという。 

このような格語尾の合流と、貨幣銘文の格語尾の情況について、先に引用した

Sims-Williams (1989)を再度引用すると次のようである。 

「カニシカ 1 世のコインでは、王の名前が斜格の κανηþκι という形で刻まれており（こ

れは彼が発行したギリシア語銘文の属格 κανηϸκου を模倣したものである）、フヴィシカの

 
６ The reduction of final vowels inevitably resulted in a severe simplification of the inflexional 

system. The period of these changes is comparatively well documented, since it coincides with that 

of the Great Kushāns. In the inscriptions of Surkh Kotal and Ajrtam the optional -α of fem. nouns 

such as λιζα/λιζο "citadel" < *dizā- helps to distinguish them from masc. stems such as μαρηγο 

"servant" < *maryaka-. As well as an obl. plur. in -ανο [-ān], which survives into late Bactrian (e.g. 

Manich. Šmn’n "śramaņas") as a general plur. form, the latter have an obl. sing. in -ι or -ε (e.g. 

μαρηγι) and a dir. plur. in -ε (e. g. ασαγγε "stones"), although the usage of these endings is not 

consistent. The coins present a similar picture: while those of Kanishka I give the king's name in the 

obl. form κανηþκι (imitating the gen. κανηϸκου on his Greek issues), usage begins to vary under 

Huvishka (oοηϸκι, ºκε, ουοηþκι, but also ooηϸκo), whose successors use only the uninflected forms 

βαζοδηο (Vasudeva), κανηϸκο (Kanishka II), and βαζηϸκο (Vasishka). A remnant of the Old Iranian 

n- declension is preserved in þαovαvo, obl. plur. of þao "king". 
７ The examples of case distinction in Bactrian are extremely rare, and we can therefore conclude 

that a real case distinction is no longer found in nouns in the later materials. 
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時代になると表記に揺らぎが出始める（oοηϸκι、ºκε、ουοηþκι だけでなく、ooηϸκo も登場

する）。そして彼の後継者たちは、語尾変化のない形（無屈折形）である βαζοδηο（ヴァー

スデーヴァ）、κανηϸκο（カニシカ 2 世）、βαζηϸκο（ヴァーシシカ）のみを使用するようにな

る。」 

格語尾の合流の情況は、資料の別と時期の別により異なるのであろうが、少なくともカ

ニシカ 1 世の貨幣銘文には直格と斜格の区別があったとみて、表の銘文の ΚΑΝΗϸΚΙκανηþκι

（kanēški）の-Ι,-ι（-i）を斜格語尾として、裏の銘文の ΒΟΥΔΟβουδο（boydo）の-Ο,-ο（-o）

を直格語尾として良いのであろう。問題は斜格の機能である。Sims-Williams は、κανηþκι

（kanēški）の斜格について、「これは彼【カニシカ 1 世】が発行したギリシア語銘文の属格 

κανηϸκου【kanēškoy】を模倣したものである」として、この部分のバクトリア語の斜格が、

ギリシア語の属格に相当することを明言している。「模倣したもの」という表現には、ギリ

シア語の王名属格に対して、バクトリア語の王名斜格（属格に相当する場合の斜格）は、

バクトリア語本来の表現ではなく、その意味で、ギリシア語を模倣したに過ぎない、との

意味合いがあると理解することができる。そうであるならば、私はこの Sims-Williams の論

に賛同する。そこで、ギリシア語の伝統的な表記とも言える王名属格の用法を確認し、次

いで、それをクシャン朝のギリシア語ではどのように受け入れたかを確認する。 

 

6.ギリシア語の王名属格 

紀元前 4 世紀、アレクサンドロスの東征において発行された銀貨に王名属格の銘文

ΑΛΕΞΑΝΔΡΟΥ aleksandroy（アレクサンドロスの。-oy 属格語尾）がある。このような王名

属格を中村元・早島鏡正(1963:336)は「～王の（貨幣）」と読む。Zander H.Klawans (2003:22)

は「～王の」と直訳しその意味を「この貨幣は誰々によって打刻（発行）された」とする 

８。日本語を第一言語とする筆者吉池は、このような王名属格のみの銘文が、独立した文と

して成立することに違和感を覚える。これについて中村雅之(2019)は「人名属格＋第一人称

単数動詞 emi/eimi（私は～である）」が器物に記された場合、器物が語る形式で「私は誰々

のもの」と読むことがアルカイック期の紀元前 7 世紀から紀元前 6 世紀の古代ギリシアで

行われたことを紹介し、古典期のアレクサンドロスの貨幣にみえる王名属格の銘文は、古

代ギリシアの用法の名残であるとする。その説を支える資料が、紀元前 7 世紀後半とされ

るいわゆる“Phanes Coins”（パネースのコイン）の銘文にある。複数の銘文の変異があり、

それによって王名属格のみの銘文が「人名属格＋第一人称単数動詞 emi/eimi（私は～であ

る）」と同様の機能を持つことを知ることができる。吉池孝一(2025a)を参照すると次の通り。 

 
８ アレクサンドロスではなくマケドニア王デメトリオス（306-283B.C.）の貨幣銘文の記述

の一部であるが次のようにある。 

“This ending, incidentally, that is, the ending OU is the genitive (possessive) singular ending in 

Greek. The word for king appearing upon this coin and ending in ΟΣ also is in the genitive case. 

Thus, the coin would read, ‘‘Of Demetrios the King,’’ meaning that the coin was struck 

by him …” 
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Andrew Meadows (2021:208)は Phanes Coins（図 2）を出土地域からみて小アジア西南部の

エーゲ海沿岸に位置する Ephesus で発行されたものとする。発行時期は紀元前 625-紀元前

600 年頃とする。発行時期の論拠についてはハッキリしないとの印象を受けるが、ギリシア

文字の字形や銘文の在り方や貨幣の形態からみてアルカイック期のものとみて大過はない

であろう。なお、古代 Ephesus はイオニア方言が有力なギリシア語圏の都市である。以下

Phanes Coins の画像を Wolfgang Fischer-Bossert(2020)から引用する。 

 

                               

 

 

 

 

 

       Ⅰ               Ⅱ             Ⅲ 

図 2. パネースのコイン三種（Wolfgang2020 より） 

 

Ⅰは 14.13g、Ⅱは 14.17g、Ⅲは 4.72g でありⅢは小さい。Ⅰの銘文は 3 語、Ⅱの銘文は 2

語、Ⅲの銘文は 1 語である。3 語と 2 語と 1 語の在り方については次のように理解すること

ができる。 

Ⅰは ΦΑΝΕΟΣ ΕΙ[Μ]Ι ΣΗΜΑ。phaneos(パネースの。人名属格) eimi（～である。第一人称

単数）sēma（徽章）であり合わせて「私（貨幣が語る）はパネースの徽章である」となる。

なお ΕΙ[Μ]Ι の Μ は不明瞭。 

Ⅱは ΦΑΝΕΟΣ ΕΙΜΙ。phaneos (パネースの) eimi（～である）であり合わせて「私はパネー

スのもの」となる。Ⅰの銘文の sēma（徽章）を省略した銘文とみることができる。 

Ⅲは ΦΑΝΕΟΣ。Ⅰの eimi と sēma の省略、もしくはⅡの eimi の省略とみることができる。

そうであるならばその意味を「私はパネースのもの」とすることができる。Ⅲの面積はⅠ

とⅡのほぼ三分の一であるため、銘文として成立し得る最も短い文を採用したのであろう。

Ⅲの王名属格は、古典期の王名属格の源流とみることができる。 

このような王名属格というギリシア貨幣の様式が紀元前 4 世紀のアレクサンドロスの東

征により西のマケドニアから東の中央アジアおよびインド西北一帯に伝播した。アレクサ

ンドロスの没（紀元前 323 年）後、帝国は分割統治されたが、各朝においてギリシア文字・

ギリシア語で王名属格が記された貨幣が発行された９。その後、東方のセレウコス朝（小ア

 
９ Sear (1979) によりヘレニズム期の貨幣銘文をみると次の通り。カッサンドロス朝：

kassandroy カッサンドロスの(№6753)。リュシマコス朝:basileōs lysimakhoy 王リュシマコス

の(№6810)。プトレマイオス朝： ptolemaioy basileōs 王プトレマイオスの(№7758)。セレウコ

ス朝：basileōs seleykhoy 王セレウコスの(№6846)。アンティゴノス=ゴナタス朝: basileōs 

antigonoy 王アンティゴノスの(№6846)。 
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ジアからインダス川まで領有）から二つの王国が独立した。イラン系のパルティア王国と、

その東側のギリシア系のバクトリア王国である。パルティア王国の初代王アルサケス(前

238-前 211 年)も、バクトリア王国の初代王ディオドトスⅠ世(前 256-前 248 年)も、ギリシア

文字・ギリシア語の王名属格を持つ貨幣を発行した。バクトリア王国はアレクサンドロス

の死後その東征軍がおこしたギリシア人王の国であり、ウズベキスタンの東南部に故地が

ある。この王国ではギリシア文字・ギリシア語の王名属格の銘文を持つ貨幣が発行され、

その後デメトリオスⅠ世(前 200-前 185 年)のときにインド西北に侵出し、本格的にインド文

化との接触が始まり、子の代のパンタレオン、アガトクレス、デメトリウスⅡ世から“二言

語併用貨幣”が発行されるようになり、それが主流となった。二言語併用貨幣とは、貨幣の

表
おもて

面にギリシア文字・ギリシア語の銘文があり、裏
うら

面にブラーフミィー文字・インド語（サ

ンスクリットの系統）の銘文があるもの、およびカローシュティー文字・ガンダーラ語の

銘文があるものの二種である。表裏の内容はほぼ同一であり、両者に王名属格がある１０。

 
１０ 二言語併用貨幣が出現するまでの情況を Mitchiner (1975)により確認すると次の通りで

ある。 

Ⅰギリシア文字・ギリシア語の銘文のみ 

01 ディオドトスⅠ世(前 256-前 248):一言語貨幣発行 Greek（王名属格） 

02 ディオドトスⅡ世(前 248-前 235):一言語貨幣発行 Greek（王名属格） 

03 エウテュデモスⅠ世(前 235-前 200):一言語貨幣発行 Greek（王名属格） 

04 デメトリオスⅠ世(前 200-前 185):一言語貨幣発行 Greek（王名属格） 

【Mitchiner (1975:55-61)は、Ⅰ世の貨幣とⅡ世の貨幣を区別せずに DEMETRIOS として提示する。その中

に含まれる二言語併用貨幣は全てⅡ世が発行した貨幣として処理することができる。】 

05 エウテュデモスⅡ世(前 200-前 190):一言語貨幣発行 Greek（王名属格） 

06 アンティマコスⅠ世(前 190-前 180):一言語貨幣発行 Greek（王名属格） 

【Mitchiner (1975:73-76)は、Ⅰ世の貨幣とⅡ世の貨幣を区別せずに ANTIMACHOS として提示する。その

中に含まれる二言語併用貨幣は全てⅡ世が発行した貨幣として処理することができるので、Ⅰ世に二言

語併用貨幣はない。】 

Ⅱギリシア語とインド語（サンスクリットの系統）及びガンダーラ語の銘文 

07 パンタレオン(前 185-前 175) ：  

・一言語貨幣発行 Greek（王名属格）【157】     

・二言語併用貨幣発行 Gree と Brāhmī【161 方形】 

表 Greek:basileōs(王の) ／
改行

pantaleontos(パンタレオンの。王名属格)  

裏 Brāhmī:rajane(王の) ／
改行

pamtalevasa(パンタレオンの。王名属格)         

08 アガトクレス(前 180-前 165)  

・一言語貨幣発行 Greek（王名属格）【137,138,139,140,141,142,143,144,145,146, 147,148】 

・二言語併用貨幣発行 Gree と Brāhmī【149 方形,151 方形,152 方形】     

表 Greek:basileōs(王の)／左 agathokleoys(アガトクレスの。王名属格) 

裏 Brāhmī:rajane(王の)／左 agathuklayasa(アガトクレスの。王名属格)            

09 デメトリオスⅡ世(前 180-前 165)  

【Mitchiner (1975:55-61)は、Ⅰ世とⅡ世の貨幣を区別せずに DEMETRIOS として提示する。DEMETRIOS

に収録されている各種貨幣を図像と銘文の類似に依りまとめると次の 8 種となる。1【101】【102】、2

【103】【104】【105】、3【106】【107】、4【108】、5【109】、6【110】、7【111】、8【112 方形】となる。

これらは銘文の特徴により 1～5 と 6,7,8 の二種に分けることができる。 

 1～5 6,7,8  
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後者の裏にガンダーラ語があるタイプが主流となり、後代に伝わっていく。ガンダーラ語

やインド語（サンスクリットの系統）に、器物に記される「人名属格＋第一人称単数動詞

（～である）」もしくは「人名属格」が有ったかどうか、ギリシア語と同様の機能を持って

いたかどうか、寡聞にして知らず、その有無を断言することができない。そこで、当面の

間は、ガンダーラ語やインド語（サンスクリットの系統）の王名属格は、ギリシア語の直

訳と考えておくことにしたい。このような二言語併用貨幣の様式は、その後、インド・ス

キタイ王国に伝わり、さらにクシャン朝に伝わった。クシャン朝では大きな変容があった。 

 

7.クシャン朝のギリシア語表記 

ギリシア語系のバクトリア王国やイラン語系のインド・スキタイ王国では、主にギリシ

ア語とガンダーラ語の二言語を貨幣の表と裏に併用する二言語併用貨幣が発行された。原

則として、ギリシア語もガンダーラ語も王名の属格を用いる。しかしながらクシャン朝に

入ると様相は異なってくる。初代のクジュラ・カドフィセスは二言語併用貨幣を発行した

が、Jongeward, et al. (2015) によると、貨幣番号 103-112 番は表のギリシア語に kodzola 

kadaphes（クジュラ・カドフィセス）と王名の“主格”を用い、裏のガンダーラ語に kuyula 

kaphsasa（クジュラ・カドフィセスの）と王名の“属格”を用いた。ギリシア語とインド語

では王名に付される格語尾の在り方が異なるのである。第 2 代ヴィマ・タクトはギリシア

語のみの一言語貨幣を発行した。王名は用いず、sōtēr（救世主）を王名の代りに用いた。第

3 代ヴィマ・カドフィセスは二言語併用貨幣を発行したが、Jongeward, et al. (2015)に収録さ

れている全ての貨幣のギリシア語は、ooēmo kadphisēs（ヴィマ・カドフィセス）という王名

の主格となっており、ガンダーラ語は v(or v́)ima kathpiśasa（ヴィマ・カドフィセスの）と王

 

銘文：basileōs(王の) + 王名 〇  

銘文：basileōs(王の)anikētoy(無敵の) + 王名  〇 

銘文：一言語 〇  

銘文：二言語併用  〇 

銘文：線状 〇  

銘文：円状  〇（8 は方形で、左・上・右の三辺に銘文を配

する。これを円状の配置の一種と見る。） 

1～5 と 6,7,8 の二種のうち何れがⅡ世のものか。銘文が縦もしくは橫に線状に配置されるかそれとも貨幣

の淵に沿って円状に配置されるか（8 の方形貨幣は辺に沿って配置される。円状の一種とする）を見

ると、円状に配置されるのはエウクラティデスⅠ世(前 171-前 155)以降であり、円状は相対的に後期の

ものと見ることができる。これにより 6,7,8 を、1～5 よりも後のもの、すなわちデメトリオスⅡ世のも

のとする。】 

・一言語貨幣：無し 

・二言語併用貨幣発行。ギリシア文字・ギリシア語とカローシュティー文字・ガンダーラ

語【110,111 円形、112 方形】 

表 Greek: basileōs(王の)anikētoy(無敵の)／dēmētrioy(デメトリオスの。王名属格)  

裏 Kharoshthi:maharajasa(大王の) aparajitasa(無敵の)／dimetriyasa(デメトリオスの。王名属格)  
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名の属格となっている。銘文の内容についても、ガンダーラ語には実質的な内容があり銘

文は長いが、ギリシア語は形式的で短い。ギリシア語の使用が衰えているとみて良いので

あろう。ところが、第 4 代のカニシカ 1 世になると、様相は大きく異なる。二言語併用貨

幣は発行されなくなり、ギリシア文字・ギリシア語、及び、ギリシア文字・バクトリア語

の一言語貨幣が発行された。ギリシア語の格語尾については、興味深いことに、Jongeward, 

et al. (2015) の貨幣番号 373-377 番を見ると、basileys（王，単数主格）basileōn（諸王の，王

の複数属格）kanēškoy（カニシカの，単数属格）「諸王の王、カニシカの」という属格語尾

-oy を用いた王名の属格が用いられる。初代から第 3 代までのギリシア語の在り方と対比す

ると、第 4 代のカニシカ 1 世になって、ギリシア語の王名属格が“復活”したとも言うことが

できる。思うに、カニシカ 1 世の治世が始まると、貨幣の銘文が整えられたのであろう。

単に伝統に従って属格語尾-oy を使用したのではなく、意図的に、王名に属格語尾を用いた

と言うことができると私は考えている。 

そこで、ギリシア語とバクトリア語の対応を確認すると次の通りである。Jongeward, et al. 

(2015) の貨幣番号 373-377 番のギリシア文字・ギリシア語の銘文については前段で言及し

た。これに内容がほぼ対応するギリシア文字・バクトリア語の貨幣を Jongeward, et al. (2015) 

の貨幣番号 370-373 番で確認すると次の通りである。šaonano（šao 王，-n-は古代イラン語の

n-格変化の残滓１１，-ano 複数斜格語尾→ -ano を属格相当とすると「諸王の」となる）šao

（王）kanēški（カニシカ+単数斜格語尾-i）košano（クシャン）とある。ギリシア語の王名

の属格語尾-oy と平行して存在するバクトリア語の斜格語尾-i を、属格に相当するとみて「諸

王の王、カニシカの、クシャン」として良いであろう。このバクトリア語の斜格語尾-i につ

いて、Sims-Williams (1989) は、ギリシア語の属格を「模倣した」とするが、私は「直訳し

た」との表現にしておきたい。 

このような第 4 代カニシカ 1 世発行貨幣のバクトリア語銘文の王名斜格の用法は、第 5

代フヴィシカに至ると揺らぎ始めるという。Sims-Williams (1989)を引用すると次の通り。「フ

ヴィシカの時代になると表記に揺らぎが出始める（oοηϸκι、ºκε、ουοηþκι だけでなく、ooηϸκo 

も登場する）。」とある。この記述を、Jongeward (2015)に掲載された貨幣画像によって確認

する。画像には鮮明なものと、不鮮明なもの、欠落があるものがある。画像に依って確認

できるもののみに依った確認であるから、Jongeward (2015)のローマ字翻字等を集計した結

果とは異なる。実物を見るのが最上であるが、画像によっても概略は知ることができるで

あろう。 

カニシカ発行の貨幣の情況は次の通り。金貨は 21 枚有る。その内、バクトリア語 20 枚

（王名の格語尾は全て-i）、なおギリシア語は 1 枚ある。銅貨は 103 枚有る。その内、バク

トリア語 90 枚。90 枚の内、王名の格語尾の確認が可能なものは 27 枚で、-i は 26 枚、-o は

 
１１ 先に引用した Sims-Williams (1989)の記述「古代イラン語の n-格変化の残滓（なごり）

は、「王」を意味する þao の斜格複数形である þαovαvo に保存されている。」（234-235 頁）

による。 
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1 枚。なおギリシア語は 13 枚ある。王名に付される大半の-i は斜格語尾であるとして良い

が、銅貨の王名に付された格語尾-o の 1 枚について、問題となる。 

フヴィシカ発行の貨幣の情況は次の通り。金貨は 67 枚ある。全てバクトリア語。その内、

王名に付された格を確認することができるものは 57 枚である。57 枚の内、-i は 50 枚、-e

は 5 枚、-o は 2 枚である。銅貨は 164 枚ある。Jongeward (2015)のローマ字翻字はその全て

を-e とするが、おそらくそれは、Göbl(1984)に従ったものであろう。しかしながら、私自身

が、銅貨 164 枚の内、王名に付された格を画像で確認できたものは 5 枚しかない。-i が 1 枚、

-e が 3 枚、-o が 1 枚である。-e の 3 枚の内、2 枚については、参考までに、「図 3.フヴィシ

カの王名に斜格語尾-e が付される例」として挙げる。貨幣の実物や、さらに鮮明な画像に

よるならば、Jongeward (2015)や Göbl(1984)の記述に、いま少し近い結果となるかも知れな

いが、Jongeward (2015)の画像に依る限りこれが限界である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 Jongeward (2015)の 850 番         表 Jongeward (2015)の 940 番 

図 3.フヴィシカの王名に斜格語尾-e が付される例 

 

850 番表ギリシア文字・バクトリア語：[shaonano(諸王の)sh]ao(王)ooēshike(フヴィシカ

の)k[oshano(クシャン)]  「クシャン、諸王の王フヴィシカの」 

940 番表ギリシア文字・バクトリア語：[shaonan]o(諸王の)shao(王)ooēshike(フヴィシカ

の)[k[oshano(クシャン)] 

 

以上によると、総じて、銅貨に、-e が出現する傾向を見て取ることができる。そこで、

フヴィシカ発行の貨幣の金貨と銅貨の違いをどの様に理解するか。金貨に常用される格語

尾-i は古風で正式なもの。銅貨にやや多めに使用される格語尾-e は俗で一般的なものとみた

い。両者ともに斜格の語尾として良い。問題は、-o である。カニシカ 1 世では銅貨に 1 枚

だけ-o が出る。フヴィシカの場合、金貨に 2 枚、銅貨に 1 枚だけ-o が出る。いずれも僅か

である。 

これをどの様に理解するか。Sims-Williams (1989)は「そして彼【フヴィシカ】の後継者た
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ちは、語尾変化のない形（無屈折形）である βαζοδηο（ヴァースデーヴァ）、κανηϸκο（カニ

シカ 2 世）、βαζηϸκο（ヴァーシシカ）のみを使用するようになる。」とする。ヴァースデー

ヴァ以降は、単数斜格の-i と-e は単数直格の-o と合流し、格の区別なく-o が用いられるよ

うになるという。それでは、カニシカ 1 世とフヴィシカに僅かに見られる-o は語尾変化の

ない形（無屈折形）であるかと言うと、そうとも言い切れない。カニシカ 1 世とフヴィシ

カは少なくとも貨幣の銘文に関する限り、原則として直格と斜格を区別する。その中に現

れる僅かな-o も斜格を意図して使用したものとみたい。別の言い方をすると、カニシカ 1

世とフヴィシカの僅かな-o は、次第に格の区別が無くなり-o が用いられるようになるやや

後代の反映ではあるが、貨幣銘文の作成者は、そのような-o によって、斜格を表わすこと

を意図していたということである。 

格尾-i は古風で正式なもの。格語尾-e は俗で一般的なもの。ごく少数の格語尾-o は時代が

やや下る新しい用法を反映したもの。いずれも斜格語尾であることを意図して使用されて

いるとみる。 

  

6.おわりに 

以上において貨幣の表
おもて

の銘文を確認し、先ずシュー音の音声について議論した。バクト

リア語の ϸ（š）の音声を[ʃ]とし、それを表記した各種対音資料の音声も推定した。ギリシ

ア語の Ρ(r)を歯茎ふるえ音[r]、ガンダーラ語の ś を[ɕ]ほどには口蓋性が強くない[ʃ]のような

音、後漢の「霜」の音節初頭子音を[ʂ]ほどには反舌性の強くない[ʃ]のような音と推定する

と、諸表記を円満に説明することができる。次いで王名の斜格語尾-i の機能について議論し、

ギリシア語やガンダーラ語の属格に相当することを確認した。 

表の銘文については、それほど大きな問題はなかったような気がする。より大きな問題

は、裏の銘文にある。sakamano boydo の sakamano をどのように理解するか、ブッダに相当

する銅貨の boydo と金貨の boddo に見られる語形の違いをどのように理解するかという問

題である。後者については、後漢の漢字音を利用して議論することになる。これらについ

ては稿を改めて議論する。 
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